
 

＝よびかけ＝ 

 人類最初の水爆実験の犠牲者、第五福竜丸の無線長久保山愛吉さんが亡くなられて 62 年目の秋を迎えます。

昨年 5 月に行われた核不拡散条約(NPT)再検討会議では、一部の核保有国とその同盟国の反対で最終文書を

採択することができませんでした。 

しかし、「核兵器の非人道性」を訴える多くの国々の声を受け、昨年 12 月、国連内に核兵器禁止条約の具

体化などを検討する「作業部会」が設置され、２月、５月、８月と３回の会議を経て、秋の国連総会には「核

兵器禁止条約実現に向けての原案・行程表」が提案される見通しとなっています。 

また、４月には、広島、長崎の被爆者から核兵器廃絶に向けた「ヒバクシャ国際署名」が新たに提案され、

署名行動が始まりました。 
９・２３焼津行動は、久保山愛吉さんをはじめ被曝の影響で亡くなられた第五福竜丸乗組員の方々のご冥

福をお祈りし、原水爆禁止世界大会の諸決議を実践し、2017 年の３･１ビキニデーの成功をめざす取り組み

として行われます。多くのみなさんの参加を心から訴えます。 

主催 ２０１６年３･１ビキニデー静岡県実行委員会 
【連絡先・お問い合わせ】 
原水爆禁止静岡県協議会  TEL 054-253-1854 
静岡県原水爆被害者の会  TEL 054-364-4189 
静岡県労働組合評議会   TEL 054-287-1293 
静岡県生活協同組合連合会 TEL 054-253-5987 

【会場】焼津市３区コミュニティー防災センター１階大会議室 
焼津市本町 2 丁目 13 焼津市役所のすぐ傍ら（100 名収容） 

【内容】 

◆うたごえ ◆主催者あいさつ 

◆焼津市長あいさつ（メッセージ） 

◆講演 土田弥生氏（日本原水協事務局次長） 

 演題 核廃絶をめぐる運動の到達点－国連「８月作業部会」を受けて

◆特別発言 平和行進、原発問題、オスプレイ、ビキニ訴訟 

◆会場からの自由発言 

◆「2017 年 3・1ビキニデー実行委員会の新たな出発に際して」

3・1ビキニデー静岡県実行委員会代表 

原水爆の被害者は、 
私を最後にしてほしい 

― 久保山愛吉

 
ヒバクシャとその遺族が 

生きているうちに、 
一発残らず核兵器を 
なくしてください 
― 久保山すず

土田弥生氏 


